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南極一国際共同研究その後

～1974-75ドライバレｰ掘さく計画(DVDP)～

1973～74の南極ドライバレｰ掘さく計画(DryVa11ey

Dri11ingPrOject)での経過と南極についての概要は前

回に｢地質ニュｰスNo.245｣(1975年1月)でご紹

介した.さて今回のシｰズンも前期と後期のグル

ｰプに分かれて現地に赴いた.

前期A(1974年10月15目東京発)

西山幸(京大工)鉱物学X線回折分析

加藤喜久雄(名大水圏科研)地球化学

前期遇(1974年11月28目東京発)

鳥居鉄也(千葉工大極地研究振興会)地球化学

和栗修(大阪市大医)地球化学

舎

細菌学

沢一

後期(1974年12月9目東京発)

神沼克伊(国立極地研究所)地震学

倉沢一(地質調査所)岩石学同位体地質学

なお加藤は1974年12月末鳥居は1975年1月下旬

和栗は1975年1月末西山神沼および倉沢は1975年2

月中旬にそれぞれ帰国した.西山はシｰズンを通して

滞在した.以下1974-75シｰズン後半における現地

調査のこと桂とを中心に南極を紹介する.
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図1南極の基地位置図.半径1,700kmの円は

,杵州

C-130輸送機の往復行動範囲､

マクマｰド基地まで

1974年12目9目(月)JAL771DC8-super

で18:30羽田を発った.今はHongkong

(香港)へは寄らずMani1a'(馬尾刺)へ直

行.3,072kmを4時間10分で21:40(日本

時間22:40)着.次いで22:50(23:50)

発6,297kmを赤道を通過してSydney(雪

梨)に12月10目9:15(7:15)着.東京か

らSydneyまで7時間半である.ここで3

時間待ちオｰストラリアの9F312Boein9

707で12:35(10:35)発サマｰタイムのニ

ュｰジｰランドChristchurchへ17:05(13:

05)着.2時間半の飛行.東京から18時

間30分である.ニュｰジｰランドのD.S.I.

R.の南極局のG0R皿AN,GE0R肥両氏の出迎

えを受けその足でD.S.I.R.のストアハウス

図3

南極の中心基地McM岨doStation,

中央部白屋�
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図2マクマｰドサウンド地域図.ノ･ツチ印:古生代～先カンブリア紀基盤岩類｡図4マクマｰド基地裏山から見たMt.Eエebus(エレバス火

ステイップノレ印:中生代ジュラ紀～古生代デボン紀ビｰコン砂岩とジュラ紀ドレ山3,794m)､

ライト砦床1V印:新生代火山噴出物.白地域:氷でおおわれた地域.

にて荷物を受取りDominionHote1に泊る.さて今回の南極への参加手続きは文部省学術国際局国際

Hote1での1泊も11目早朝5:20起床一応の極地支度学術課国立極地研究所事業部事業課工業技術院総務

をして朝食をとり迎えの車で空港へ6:45(2:45)邦人事課と研究業務課さらに地質調査所海外地質調査

着.手続きをすませてChristchurch8:50(4:50)協力室を通じて行なわれた.･

発“Jet"C-141輸送機でMcM1urdo基地近くの氷上

に13:05(10:05)着.5時間15分だからC-130のプ

ロペラ機より3時間は速い.Christchurch1泊を含め

て東京からMcMurdo基地まで39時間35分(新記録

?).直線距離にして12,690しm.こういう訳でニ

ュｰジｰランドでは何もできず公用旅券通りストレｰ

トに目的地に到着しうれしい悲鳴をあげた.

前回と同じコｰスを飛んで南極海の氷海大陸氷河

南極横断山脈に再会｡南極に帰?てきたという挨拶は

マクマｰド基地に近づくにつれてまた基地内で再会し

た顔なじみの連中との間でさかんに交された.南極

の基地の位置を図1にマクマｰドサウンド地域を図2

に示す.

マクマｰド基地に着いて

1974年10月21目にマクマｰドに着いた先発隊の西山

加藤両氏は冬期保管のため別のフィｰルドセンタに

あったX線回折装置などを基地内のEa工thSciences

LabOratoryに再設置するために大変な苦労があった

と思う.その後野外調査と掘さく現地に何度か出かけ

ている･12月早々マクマｰド基地に着いた鳥居和

栗両氏はドンファン池へさらにバンダからボ三一へ

またフリクセルなどと連続して野外調査と塩湖の採水

土壌ガスなどの採取を行なっている.

さて後発隊の倉沢と神沼氏は野外調査はもとより

神沼氏の意とするロス島での地震観測のための地震計

鯉
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根建物がメスホｰル.左向うにNSFの｡haletがある.�
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表1

1974～75DVDP

掘さく結果

DVDP#�地点�深さ(㎜)�基盤(皿)�期間

10�ニュｰハｰバｰ(テｰラｰ谷東端)�206�一�1974亡10,28-1974.11,15.

11�コモンウエルス氷河(水河南側)�328�1�1974,11.19-1974.12.7.

12�レオン湖中(カナダ氷河西側)�185�花コウ岩･片麻岩(165～)�1974.12.23-1975.1.3.

13�ド:■ファン池(西端)�75�/拝観髄野～肌20)柵�1975.1.9-1975.1,13.

14�ノｰスホｰク盆地(ライト谷バンダ湖西方)�78�花コウ閃緑岩(皿94～)�1975.1.15-1975.1.19.

�申仮称紳Fenaエao1e工itesi11の一蔀���

τ

申仮称紳Fenaエdo1entes111の一部

の設置回収作業を西山氏の協力をえて行荏った.

工くに神沼氏はドライバレｰとロス島のマクマｰド

基地地域で三点地震観測の計画であったがヘリコプタ

ｰの運行スケジュｰルと日本側の現地調査予定との関係

からマクマｰドでの三点観測(40目)レオン湖(10目)

とバンダ基地(20目)で一点観測が実施された.この

作業を除いて今回は野外調査を重点的に行なうことがで

き前回(1973-74)が掘さく現場でのコア試料の記載

整理運搬報告書づくりで振り廻されたことと比べて

大変なちがいであった.理由はよくわからない.西

山氏はマクマｰドの研究室でコア試料からはもちろ

ん野外で採集された二次鉱物のX線回折分析で多忙で

あった.野外調査はおもに西山と同行しドライバレ

ｰでの二次鉱物(転石の表面や下面に付着)の分布と地

球化学的意義を目的とすることとなった.また野外

ではドライバレｰ内がほぼ完全露出であるため基

盤岩類をはじめ無数の岩脈類ジュラ紀貫入のFenar

do1eritesi11(岩床)さらに新生代玄武岩類などの相互

関係をつぶさに観察し枚がら採集することができた.

警

噌'

ノ

〆

地震観測などについての報告は別にあると思うので

ここには省略した.野外調査などは次のような日程

で行なわれた.まず1974年12月19目～21目La良e

Leon(レオン湖)地域12月28目～31目W工ightVa11ey

(ライト谷)のLakeVanda(バンダ湖)地域が年内で

あった.また12月27目には在オｰストリアのアメリカ

大使のM.G腿EN氏一行を案内するヘリコプタｰで

ドライバレｰの地学巡検があった.年が改まり1975

年1月7目にはマクマｰド基地南方約40良mのB1ack

島に掘さく地点の予察に出かけた.しかしこれは

mOraine(モレｰン氷堆石)の層が厚く掘さく困難

ということになった.1月8目～12目はTay1or谷の

LakeBonney(ボニｰ湖)地域1月20目～21目は南極

点へ神沼西山和栗および筆者の四名で飛んできた.

また1月23目～27目ライト谷のバンダ湖西方のNorth

F0北掘削地点を中心にDOnguixotePOna(ドンキ

ホｰテ池)DonJuanPond(ドンファン池)地域を歩

いた.この間地震計の設置チェック試料の整理

梱包だとの作業もあり2月に入ってからは試料や別送

荷物研究室のクリｰンアップでマク

マｰドを離れる直前まで忙がしかった.

2月10目早朝基地を離れニュｰジｰ

ランドのChristchurchでD.S.I.R,

USARPなどに挨拶しSydney経由で

2月16目JAL772東京着10:12で帰

国した.なお今シｰズンの掘さくス

ケジュｰルは変更が続き結局表1のよ

う荏結果となった.DVDP#1213

14ではそれぞれ基盤に達しとくに

塔13ではフェラｰドレライト岩床の一

部を貫いた掘さく試料を手にすることが

できた(図5).

現地調査のもよう

レオン湖地域

1974年12月19目から21目までテｰラ

図5ドライバレｰ位置図.

数字は掘さく地点DVDP皇～14.今期は1C～14､�
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』谷のLakeChad(チャド湖)の東側の仮りの名称の

LakeLeon(レオン湖)地域調査.図5の地点12が掘

さく地点であって図ではチャド湖と放っている.こ

の仮称レオン湖はDVDPの掘さく技師(全てニュｰジ

』ランド)の現場監督のLEONW.F.OLIY醐氏の苦労

に報いてっけられた.正式にはまだ公認となっていな

い.現地の掘さくは予定通り進められており(図6)

コア試料はマクマｰドの研究室で再度記載しなおされる

(図7).この近くの山は日本アルプスの穂高によく

似た姿をしている(図6).山頂の脇から谷底に落ちて

いるSuess氷河はニュｰジｰランド南島でみられるも

のとよく似たいわゆる山岳氷河を見る様であった.

ここに滞在した2度目の夜猛烈な風が吹き夜中(と

いっても24時間明るい)に何度もテントを張りなおす程

であった.ドライバレｰという訳でその砂のひどさ

は中近東の熱砂には及ばないまでも相当なものであ

った.谷を吹きぬけるfoehn(フェｰン)現象のため

寒くはないが何か風洞実験をされている感じであった.

だから谷の至るところに転がっている岩石が風蝕礫

(ventifαct)や形のよい三稜石(dreiたanter)あるいは

後にごらんにいれる写真のような大き和風蝕岩となる

のもう校ずけるのである.ドライバレｰを含めて南

極には塩分濃度が高いとはいえ湖水や池がある.

ここドライバレｰにも湖水があるので砂漠でよ

こにはボニｰ小屋カミ東西約7止mの細長い湖の東端

にあって夏のシｰズンだけ使用されている.今シｰ

ズンはバｰジニア大学の生物学専攻の大学院生が数名

滞在していた.湖水中の微生物の調査を目的としてい

た.ボニｰ湖南側斜面からのテイラｰ谷西部の展望

は図8のようになる.氷河地形の深い谷の上段にも

う一つの氷河地形が残っている.この図ではボニ』

湖が左隅のテイラｰ氷河の右側にほんのわずか見えてい

る.マクマｰドからのヘリコプタｰはこの谷間を左

方に飛びテイラｰ氷河の上を上昇してFerrardok

工iteSi11(フェラｰドレライト岩床)の黒いバンドを見

なカミら尾根を越えライト谷に入る.

ボニｰ小屋の学生達と交換パｰティｰもあり1インス

タントラｰメンは彼らにとっては珍味で大変よろこ

ぱれた.朝私達のテントで目をさまし(といっても24

時間太陽が沈まず谷の東方に太陽がある時が胡といえ

るだけ)ボニｰ小屋を見その向うの谷の壁の上方に

火道(Vent)の黒い垂直の筋とその上の噴石丘を望め

る(図9).小屋近くに週1回ヘリコプタｰが廃棄

物を回収にくる(図10).氷河に削られてあらわれた

教科書的た火山解剖図解風景が至るところにある.こ

のような玄武岩の活動はMcMurdov1ocanicsの一

連のもので100～200万年前の噴出物である.それら

く呼ばれているようにオアシス(0aSiS)と表現

されている.極地の砂漠ドライバレｰとオア

シスという組合わせもある訳である.

レオン湖周辺の礫に白い色の二次鉱物が付い

ている.風に飛ばされないようにナイフとピン

セットで採集.X線にかけられるだけの量の回

収に一苦労.岩石の表面や裏側にごく僅か付

着している二次鉱物はその形状色などから一

応分けて薬包紙にかきとり採取地点を地図に記

入し番号をつける.これをマクマｰドの研究室

でX線回折分析する.この野外調査作業は後

に続く各地域でも実施された.レオン湖西南は

谷が狭くなっておりそこにSuessは氷河が北側

斜面から流下している.その谷底にはアザラ

シのミイラがあがると思えばザクロ石の入った

黒雲母片麻岩が直立したバンドをもって崖をつく

っている.この西側奥にはボニｰ湖があり

レすン湖南側丘陵地からの眺めはすばらしい.

ボニｰ湖地域

ボニｰ湖はテイラｰ谷の最も西の端にあり湖

の西縁はテイラｰ氷河の先端に接している.こ

図6土DVDP群12LakeLeon(レオン湖)掘さく地点.

図7下コア試料は氷河堆積物からなり礫が多い.�



Tay1or(テイラｰ)谷北側を南側斜面から望む.DVDP机2は右方の水河の右.

Fefエardo1eエite(フェラｰ粗粒玄武岩)の岩床が見える.

が基盤の先カンブリア～ジュラ紀地層の上に黒ヵと

ポツンと乗っている.その黒い岩石やジュラ紀ドレ

ライトの礫が風蝕されて三稜石や風蝕礫に狙っている.

その巨礫の一つの例は図11のように風蝕によってでき

た条痕がみごと.図12は花コウ岩の礫でこの山の斜

面の位置で年長月風蝕されていたもの.小さくなった

花コウ岩質岩石はこわれてきれい校風蝕礫にならない.

ボニｰ湖周辺の露岩地域には概査しただけでも25

個の玄武岩の噴出口が認められる.その例を図1314

15にお目にかけよう.図9も一つの例に入れられる.

図13はボニｰ湖の南側斜面に点在する玄武岩噴出物が

左から3個所に見られる.その黒さは印象的で岩石

はかんらん石玄武岩.手前一面に広がるものももう

一つの噴出口からの噴出物.近づくと真新しいコｰ

クスの山のようで植生のない極地のためにまた風化

変質作用のほとんど低いことからくる見かけの新鮮さ

をみせつけられた感じである.日本のよう在変動帯で

しかも風化変質のはげしい地質現象に馴らされた者にと

ってはしぱらくはのみこみがわるい.最も左側の

左のテイラｰ氷河の向うに黒いバンドの

図9ポニｰ湖東端のボニｰ小屋(hut).

対岸上方に火道(vent)をもった噴石

丘が見えている.

噴出口のすぐ右上にこの噴出口の延長方向の幅約

10mの岩脈が黒々と貫入している.柱状節理が脈

の両側の壁に直角に発達している(図14).1つの柱状

節理は径約60c皿であった.こうした火山噴出物の

分布はさらに西方のテイラｰ氷河近くにも広がってい

る.先カンブリア紀片麻岩類の基盤岩を貫いている無

数の岩脈はフェラｰドレライト岩床に切られている.

それらよりはるかに新しい玄武岩噴出物も氷河で削ら

れて谷の斜面の一部と柱ってしまっている(図15).

そしてこの火山活動と氷河のはたらきの関係から少

溶くとも新第三紀から氷河期にかけての編年が行なわれ

つつある.玄武岩の年齢が数10～200万年と解って

きているからである.テイラｰ谷で最もすばらしい景

色と思われるものは図!6.南極大陸氷河に源を発する

テイラｰ氷河の先端がボニ｣湖に臨みその氷河の侵

蝕であらわれた黒いバンドのフェラ｣ドレライト岩床.

その手前にわずかにボニｰ湖が顔を出している.この

辺りの末端氷河は年間20～30mの移動量という.夏の

シｰズンでは融氷水が川のように流れて湖に注いでい

る.ドライバレｰの湖水の水収支も重要な研究題目で

ある.今期はボニｰ湖の水位が相当上っている.

ボニｰ湖の表面は氷でほとんどおおわれている.

図10ボニｰ小屋前から

ヘリコプタｰによる廃棄物の回収.�
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図13テイラｰ谷南斜面に点在する玄武岩噴出物､

手前に広がる黒い噴出物も同じ.

山体は先カンブリア紀変成岩類.

バンダ湖地域大使のG醐EN氏のドライバレｰ地学案内1目飛行を加

この地域には1974年12月28目～31目と1975年1月23目

～27目さらに12月27目の在オｰストラリアアメリカ

図11土左

テイラｰ谷で見た大きな風食礫

��瑩���

図12上右

大自然の彫刻.高さ約4m.

図13の左方玄武岩の噴出物地点亭)

右上方の柱状節理をもつ岩脈.幅

�洮

図15右'

碑擁鰯鰯

えて最も長く滞在したところ.このWright(ライ

ト)谷のLakeVanda(バ!ダ湖)へは前に紹介した

テイラｰ氷河を上って大きく右

旋回し図17の景色を展望しなが

らAsgardRange(アスガｰド山

脈)を越えて行く.黒いバンド

のドレライト岩床はジュラ紀の貫

入とされている.岩床の厚さは

約400m.ここでは岩床の上

下は花コウ岩である.

バンダ湖は東西およそ6km大

きさは長野県諏訪湖ほど.夏期

イバレｰに散在する湖の表面の水

もゆるみ湖畔に沿って水面があ

らわれる.バンダ湖周辺には

片麻岩と花コウ岩の基盤とそれ

らを貫く岩脈群がありこれを切�
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図16テイラｰ谷西方奥地にフェラｰドレライト岩床と氷河を望む.

手前は新しい玄武岩噴出物.

ってフェラｰドレライト岩床が水平方向に谷の中腹あ

るいは山頂に広がっている.バンダ湖東方からの谷の

南側の展望は図18である.左前方がライト谷の西部

つまり奥地となる.谷は2つに分かれてSouthFork

とNo工tnFo出となり境にあたる突出部はDais(ダ

イス)と呼ばれている.右の方に白く見えるのがバン

ダ湖.中央部山峯の上部から左斜下方にフェラｰドレ

ライト岩床の一つの貫入層がみごとな完全露出で展開し

ている･斜面の明るい色の部分は岩床より下位の部

分がダイス花コウ岩また岩床の上位あたりからBe缶

�

海抜

�

山

馴§テイラｰ谷酋部におけるドレライト岩床の断面の例.図18に類

似､

consandstone(ビｰコン砂岩)でデボン紀～ジュラ

紀の地層である･岩床は山頂部で屈曲している.岩

床の状態の例を図19に示す.何100mという厚さで貫

入したフェラｰドレライトのソレアイトのマグマはそ

の量と分布から相当大量なマグマが一度に生成され移

動したもので一寸想像を絶する.図18の中央部右寄

りの場所は接近すると図20となる.右下方から入っ

てきたマグマはここで上方に向いその後は左斜下方

に貫入していった様子が図19と20で説明できる..こ

の岩床の上位にもう一枚の岩床が前図でみられるよう

に山頂を形成している.岩床は岩塊や礫となって風

蝕もいちじるしい.その下には斑晶のかんらん石カミ単

結晶となって集まりいわゆる｡1i∀三nesandになってい

るが大部分は酸化している.

さてこれらとは反対の北斜面には図21のような露

頭が連続している.垂直方向の岩脈鮮の一つが手前

から続いている.これらの岩脈類を水平に切って中

区17ヘリコプタｰからテイラｰ谷西方奥地1こ騒開するフェラｰドレライト着床を一望｡

岩床の厚さは約400m.

図18ライト谷のLaたeVanda(バンダ湖)東方から南側の展望.

左方にSouthFork�



一4!一

図20左

フェラｰドレライ'ト:岩床の斜面.図18の

中央部右寄りにあたる.転石は風食され

ている､右上方のビｰコン砂岩(白い部

分)が猪床でつらぬかれている.

図21古

谷の斜面の完全露出.ほぼ垂直の岩脈群

を水平に切るドレライト岩床.

腹に岩床(ここでは厚さ約150m)が見えさらに最上

部にも別の岩床が入ってきている.岩脈はほとんど

のものが日本のサヌカイトに似た表面をもった岩石で

1amp工｡phyre(ランプロファイアｰ)である.そのほ

か角閃石斑岩やK長石の多い花コウ斑岩もある.

バンダ湖周辺地域には無数の岩脈がありこれを総括

研究するだけでも大仕事に狂うう.

バンダ基地はバンダ湖東端にある(図2223).ここ

はドライバレｰ唯一の基地でニュｰジｰランドによっ

て維持されており毎年ではないが越冬もしている.

隊長を含めて数名の気象と技術担当の若い人が勤務して

いた.風力発電も利用されている.飲用水は湖の氷

と水とを併用している.ドライバレｰでの生活は私

達はテントと二重に狂ったシュラｰフ熱源はコｰルマ

ンのガソリンバｰナｰである.食糧はマクマｰドから

ヘリコプタｰで運んでくる.1目に1～2画きめら

れた時間(朝か夕)マクマｰドと無線連絡をとる義務が

ある.ヘリコプタｰのスケジュｰルとの関係から私

達の滞在も左右されることがある.この地域でも二次

鉱物が地表の礫の陰や裏からかき集められた.

さて目を改めて1975年1月23目ヘリコプタ』で

DVDP碁14NorthFor良のドリルサイトに飛んだ.掘

さくはすでに終了し大きいテントと学生1人が私達の

調査のために残されていた.アメリカのNorthemI11L

nOiSUniV.(ノｰザンイリノイ大学)の学生で無味乾

燥のテント生活に閉口していた様子であった･ここを

基地にして西山氏と倉沢はNorthForたの奥のDon

guixote(ドンキホｰテ)池とSouthForkのDon

Juan(ドンファン)他とさらにそれぞれの往復路で

二次鉱物と岩石の採集を行なった.

図24は前述のテイラｰ谷からライト谷へヘリコプタ

ｰで越えてきたところで右端の谷底にテントがある.

中央に丸く見えるのがドンファン池.手前にも白く氷

でおおわれている小さい池がある.この2つの谷間は

それぞれ往復1目の行程であった.モレｰンのため歩

きづらい所が多い.帰路は重いサンプルの入ったリッ

クサックを背負い夕食の炊事を楽しみにしながら歩い

た.ドライバレｰはそれほど寒くはない.最も暖か

いときは十数｡Cにはなろう.一般には0T～一10T

である.バンダ基地の冬期の記録では一6ぴC近くの

とNorthFork.境の突出部はDais(ダイス).

斜面の上半分のバンドが岩床.�
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図22Vanda(バンダ)基地風景(1968年設置).

風車発電か使われている.

ものがありフェｰン現象のため気温の温度幅は大きい

ようだ.

ドンファン池は鳥居博士らによって発見命名され

たAmt鮒･ti･it･(南極右)で有名なところ(図25).シ

』スンによって池の大きさは変る.深さは10～30cm

しかない.ここはバンダ湖からおよそ13たm.マク

マｰド入江から60km(77,341S160,101E)海抜122

mの低い凹地にあり1961年に発見されたドライバレｰ

でただ一つの不凍池でヘリコプタ｣のパイロットの

D0NAmR0EとJo醐HIc肥Yの名前をとってつけられ

た池である.池の凹地の大きさは東西700m南北300

mの長方形をなしているが今シｰズンは径約200mの

池に見えた.南極右は1963年12月鳥居らカミ池の中か

ら白色針状結晶の析出を発見し大きいものでは10cm

もあって日本に持帰りその光学的性質X線回折およ

び化学分析などから塩化カノレシゥム大水塩(CaC1｡･

6H20)とわかり新鉱物として認められた.しかし今

シｰズンはほとんど見当らなかった.ドンファン池の

水は塩化カノレジウムを主成分とし比重が1.38もある.

そのほかの小型の析出鉱物は主として食塩(ha1ite,

･図23バンダ基地の看板とその下のアザラシのミイラ.

バンダは犬の名前から.

NαC1)である(図2627).ドライバレｰの塩湖の成

因は湖が蒸発昇華を繰り返して現在の塩分まで濃

縮されたことを示すがこの塩湖の成因を大陸水に含

まれる微量の塩分からくるという鳳送塩説で説明できる

らしい.ほかの成分は岩石から溶出されてくるもの

もあろう.

ドライバレｰで採集されおもにX線回折分析で同定

された二次鉱物の分布についての研究は西山氏によっ

て進められている｡前回のシｰズンを含めて今までに

みつけられた鉱物はその産状や性質からsecondary

evaporiteminera1と表現するのが妥当なものが多い.

それらは次のようになる.

地表サンブノレとしてha1ite,sy1vite,thenardite,

gypsum,ca1cite,aragonite,t工｡na,the工mona†rite,

mi11avirite,monohydroca1citeたどさらにコア試料の

クラックなどからは｡habazite,1aumontite,ch1o工ite,

i11ite,se工icite,Prehniteなどが同定されている.

ドライバレｰは南極の砂漠である.動物はアザラシ

のミイラぐらいなもので130頭も発見されている.

図24ヘリコプタｰでテイラｰ谷からライト谷を越える.

中央谷の奥にDonJuanPond(ドンファン池).

古谷がNorthFo北.�



図25

ドンファン池を近

くに見る､径約

㈰�渮

このミイラにはカニクイアザラシとウェッデルアザラ

シの2種類ありアデリｰペンギンのミイラもドンファ

ン池でみつかっている.ミイラの写真は地質ニュｰス

No･245に紹介したが放射性炭素法による年令に2,600

年という報告もある.現生のロス海の魚でも1,600年

ほどの年令がでるのでこれらのアザラシのミイラの本

当の年令ははっきりしない.

南極最大の無氷雪露岩地域であるドライバレｰ地域は

南極大陸の地質を研究するうえで重要な場となっている.

マクマｰド基地からヘリコプタｰでユ～2時間の範囲に

ありおよそ77.10∫Sから77.45'Sにまたがり最西

端は16ぴ201Eと狂っている.今まで写真などを通じ

てドライバレｰを紹介してきたがドライバレｰ地域

の谷は海抜20～350mの高度をもち谷底から標高差

で1,000～2,000m･の険しい山稜が南北にそそり立ちそ

の山頂は比較的平均なところが多い.これらの山頂か

らはところどころに溢流氷河山麓氷河谷氷河

圏谷氷河がかかるが氷河の先端は衰退して谷底まで達

していない.ドライバレｰの不思議である.谷底に

は風化の程度を異にしたモレｰンや逆傾斜の基盤が露

出し前出の風蝕礫や三稜石砂丘などが豊富である.

また各所のモレｰンには構造上(Pattemedground)

が発達し周氷河現象をみることができる.そして

大小さまざまな形の湖や池がありそれらの化学組成に

も色々ある.内陸高原からの斜面下降風が断熱圧縮

をうけてフェｰン現象をおこし気温の上昇と相対

湿度の低下をもたらしている.今期は雪が降っても谷

底までおりてくるのを見たことがなかった.湖や他あ

るいは氷河融氷域付近に地衣類や藻類がみられる.

図26ドンファン池と転石.

図27図26の転石の縁に析出しているN凱Cl(ha1ite)の結晶､�
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図28帰国前夜鳥居博士の送別会にて.右はMUD亘酊博士.

かくして一･仕事おえ帰国と校れぱお別れパｰティ

となる.鳥居博士は1月中旬帰国の途についたカミ前

夜のスナップが図28.色々とユｰモアもある.

南極点へ

極点へは1975年1月20目から21目にかけてC-130輸送

機(正式にはLC-130RHer㎝ユes)で訪問することがで

きた.最初のスケジュｰノレでは16目の予定であった

が'輸送機が夏の柔かい表面雪のために加速がつかず

離陸失敗という事故と救援機も同じ様荏事故とのSOS

カミ入りフライトスケジュｰノレは大変更.そのため

待たされること4月程で燃料(DFA)輸送に便乗して

行くことになった.1月20目はコア試料の梱包作業.

風がきびしく冷たい目であった.マクマｰドは曇時々

小雪.夕方出発予定がおくれるとのことで宿舎で仮眠.

再出発してトラックでロス氷棚上のWi11iamsFie1d飛

行場に行く.同行は神沼西山和栗の各氏.

1月20日22:20エンジン始動22:27滑走し飛び上る･

高度7,000m.1時間程は南極横断山脈(Transant･

arcticMtsつ上空を飛ぶ(図29).白く輝く大陸氷河.

何とも美しい.この横断山脈は南極を東西に分けて

いる.山脈はロス造山帯(RossOrOgen)に属し古

生代はじめの造山帯である.また図30に示したよう

にその西側の造山帯は古生代末の造山運動でオｰ

ストラリア東毎に発達したタスマン造山帯といわれてい

るカミ別の名では同図のようにBorchg工eマi止Orogenと

もよぱれているものでロス島の西方と北方のビクトリ

アランドをかすめているにすぎない.次に中生代は

じ｡めに榴曲し上昇したのがエルスワｰス(E11sworth)

造山帯でまだ未解決の問題が多く今シｰズンもノル

ウェｰの調査隊の一員としてノルウェｰのオスロの極

よしひで

地研究所で長年研究を続けている太田昌秀博士が調査に

来ていた.エノレスワｰス山脈はロス造山帯と直角に曲

った山脈を形成しているからその構造発達吏からの取

扱いがむずかしい.この造山帯は古いロス造山帯に

わりこんでほんらいならぱ安定しているはずのビｰコ

ン(Beacon)累層群を局地的に橘曲させている｡さ

らに西方のアンデス(Anaean)造山帯はジュラ紀のマ

ゼラン地向斜にはじまり第三紀はじめに榴向上昇した

ものでメリｰ･バｰトランドから南極半島にひろがっ

ている.第三紀中新世以後断層運動による地塊運動

でロス･ウェッデル地溝帯ができた.一反対側の東南

極では先カンブリア記を通じて何回もの変成作用

(造山運動)があったことはわかっている･しかし露

岩地域の少ないこととあわせて何かちがった造山運動

があったのかもしれないし大陸移動の歴史もくみこま

れていると考えられるのではっきりとした地史は編ま

灘'

1≡^Sτ

､隻

4モ｡岬｡｡｡｡1｡

暑二十

2｡東南極

午��

麟灘…鱗醐

横断山脈はRoss造山帯に入る.

図29マクマｰドから南極横断μ1脈を越えて南極点へ.高度約7,00om.�
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れてい狂い.

南極横断山脈をドライバレｰ地域でみるとビｰコン

砂岩層がほぼ水平で山頂部に違っている.この山

脈はいわゆる地塊運動(B1ock㎜ovement)と断裂帯

とで形成されたものであろうか.こうした見方をブロ

ック･テクトニクスという.

さてC｣130機は逆光に光る大陸氷原の南極点基地

(SouthPo1eStation)に一直線に飛び続け1月2!目の

01:10降下をはじめる.そして01:33着陸(氷)した.

丁度3時間である.C-130の行動範囲などを図1でご

らんいただきたい.夜中の太陽が30｡位の高い空に

輝き全くの快晴無風の極点である.気温一25T.

ここは海抜2,810.7m.空気も希薄で少々頭痛がす

る･外を歩くと心臓の鼓動がはげしく在る.新しい

基地の建物の全景は図31.中央のドｰムは直径50m

高さ16皿でGeodesicDomeといわれている.その

中に二階建の建物が3棟.1月9目に落成式のあった

四角いSkyLabがその左にある.建物の耐用年数は

15年という,1990年にはこれも雪でうずもれてしまう.

ドｰムの前が入口でそこに図32のポｰルがあるが現

在のSouthPo1eは写真の竹竿のところ.この辺りの

氷の厚さは9,000feet以上と書いてある.つ事ゆ海抜

高度(地球楕円体e11ipsOidで)2,810.7mの全部が氷

ということになる.外気にさらされて歩くとヒゲに

氷カミつく(図33).SkyLαbから眺めた景色は図34カ

マボコ形建物やドｰムの中に別の部屋キ建物が造られ

ている.越冬時には有効な方法であろう.Geodesic

王)0皿eには地磁気測定などを目的とした施設のため釘

…本に至るまで鉄は使われていない.釘は純銅製であ

る.これらの新しい建物の中のカマボコ型の建物には

Garage,Powerp1ant,Bio-M1edLabとFueltunne1な

図32南極点基地前の記念極点.南極条約加盟国の国旗がならぶ.

図31南極点基地･(SouthPo1eStation)の新しい建物.中央はGeodesio

Dome.四角いSkyLab.手前のポｰルが現在の極点.

図33南極点での筆者.ヒゲに氷がつく.

一25oC無風快回青.

図34南極点基地内のSkyLab屋上からの展望.

右前方が入口､左手前はドｰム､�
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図35上

図36下

南極点の雪に埋没してしまった古い基地.煙突が出ているだ

け.

古い極点基地の入口を内部から見る.

になってきている.

内部は氷の圧力で危険

とがある.外の滑走路(Skiway)は14,000feetある.

さて極点での氷の動きは1956-1969の観測では

天文学的方法によって19m/年(37Wmeridian方向)

の移動量が報告されている.最近では1974年6月23

目のsate1iteによる結果では9～!0m/年(43W加e-

r三dian方向)となっている.この時点で地理学的南

極点は南極点基地から990m離れたところにある.つ

まり南極点基地は89.59128.20"ということになってい

るという.一25.Cという外気でカメラのシャッ

タｰカミ動かなくなることを恐れコｰトの中に入れてお

くと身体からの水気でファインダに氷がつきのぞ

くことも出来ない.そのため遠景は無限大でシャッタ

ｰを押すだけであとは勘に頼るのみであった.建物

内に入ると室温が高いためカメラ自身冷えているので

新しい基地

から2たm一ほど離れて残っている古い基地いわゆる

O1dTOwnに行ってみた.18年前に建設されたもの.

毎年の冬のブリザｰドですっかり埋没している.煙突

が出ているだけでしかも煙の出ているところのみ使用

中とのこと.中は崩壊の危険もあって坑道を歩くよ

うであっ光(図3536).

さて南極点におよそ9時間の滞在であった.ねむ

かったが青い空と輝く白い大氷原のコントラストは美

しく強烈た印象として残っている.水平線36ぴ視

界が円く見える.SouthPoIeの杭の上でひとまわり

した.このポｰノレに何やらおまじないをしていた紳士

もいた.極点基地では北大地球物理学教室の菊地勝

弘氏に会った.ニュｰヨｰク州立大学のIceCrysta1

Programで来ておりIceCrysta1のNewShapeの話

しをしていた.C-130機に搭乗する前に記念写真を

とる(図37).

21目10:53スタｰトし11:00離陸14:00マクマｰ

ド機のWi111汕sFie王d飛行場に無事帰ってきた.帰

路も3時間.かつてAMUNDs酬とSc0TTが極点への

悲壮扱大探検旅行をした距離をいわば日帰りではたせ

た.幸世なことである.この晩はぐっすり眠った.

エレバス火山と噴出物

エレバス(Erebus)火山(3,794m)は真白い氷をまと

った活火山である.この火山は南極探検家スコット

がロス島の西海岸のCapeEvansに小屋を建てて活動

をはじめた頃から'すでによく知られた火山である.

さてこの火山は図38のようにアルカリ岩系に属す

る火山岩を噴出している.ロス島カミ火山島でありそ

の火山の中心はそれぞれの山の角すなわちErebus,

Terror(3,262m)･Bird(1,766m～･TerraNova(2･130

m)の4つの火山であらわされる1ロス島の山体は氷

でお萄われているので未確認のものもあるが島の北

のCapeBird東のCapeCτQ盟ier酉の一CapeRoyds

およびHutPointPeninsu1aに小さな火山演出物による

｡()鵬が集中している.そのほか南方のB1ack島

White島BrownPen.,Mt･Discoマery,Mt･Mor阯

三鴫などもこの地域の火山である.

マクマｰド基地のあるHutPoint半島とくにその南

端の基地付近からはHomb1endetrachyte,01ivine･

augitebαsa1t,Homb1endebasa1tがえられる.とく

図37極点から帰るC-130搭乗前のスナッフ｡.右から西山菊地

(極点に氷の精品の研究で滞在)神沼和果各氏;の勇姿､�
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乱

111･(6汽･州｡｡■｡｡I｡

5吻〃〃

｡活火山

火山.

拶溶岩台地

凄火砕岩台地

神アルカ!瀞

ご〕ピｰ=2混/

カリ711穴』旨数

図38

南極･南米地域の火1工1分布と化学

的性質(KATsUI,1972).

図39

スコット基地から見たエレバス火

山.噴煙を盛んにあげている.

にO1ivine-augitebasa1tにはマントル物質のdunite

(dun三tひwehr1ite-9abbro系列)や9abbroあるいは

Beaconsandstoneがxeno1ith-inc1usionとしてとりこ

まれている.cm単位のKaersutiteの大き狂結晶もこ

の岩石に多く認められる.この火山島の火山岩のもう

一つの特徴はフォノライトである.これは大きなア

ノｰソクレス(anorthoc1ase)結晶を大量にもっている

もので前にも地質ニュｰス(No･245)に写真で紹介し

た.

エレバス火山は現在も噴煙をあげている(図39).そ

の山頂火口内に流出してできた火口の溶岩池の溶岩試料

を図40に示す.噴出は1974年12月20日頃とされている.

｢火山の驚異｣で有名なパリに住むタジエフ博士(60)

と山頂で観測を続けていたニュｰジｰランドのVictOria

大学のP･R･KYLE氏から分けてもらったもの.表面

はガスが逃げたあととしてガラス質のPe1e'shairに

似た針の土うになっており全体としても多孔質である.

これにもアノｰソクレス斑晶カミ多量に含まれている.

また火口付近には数Cmにも達する大きなアノｰソク

レスの結晶が放出されている.その結晶を図41に示す.

この結晶は古くからよく知られておりE.D.MoUNTAIN

(1925)によってPotas止｡Iigoc1aseとして分析され記

載されている(表2).分析値から正長石(Or)一曹長

石(Ab)一反長石(An)図(図42)にプロットすると黒

丸となる.■マグマの温度の低下によって生ずる長石類

の結晶経路を同図に矢印で示してある.高温型サニデ

インｰ高温型曹長石系が天然のマグマから長石が晶出

する時の固溶体であるがマグマが固結を完了した後に

図401974年12月エレバス火山山頂火口内に流出したガラス

質フォノライト溶岩多孔質でアノｰソグレｰス斑晶

が多い.

図41エレバス火山山頂で採集されたアノｰソクレス.�
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表2ロス島エレバス火山産アノｰソクレスの化学組成と光学的性質
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もなお冷却がゆっくり続いて66ぴC程度の温度になる

と固溶体が2相に分裂しはじめる.そしてサニデ

ィンｰ高温型曹長石系への転移がおこる.X線などで

ペルト長石構造が認められる.CaとKはイオン半径

がいちじるしくちがう(Ca:1.00AK:1.38A)ので

置換は高温でも限られた成分しかおこらないがアルカ

リ長石系列でも曹長石に近くなるとやや多量にCaを

含む.アノｰソクレスではかなり多量のCaを含まれ

うるので結局斜長石系列と連続する.

AbA皿

回420r-Ab-A日系図と図41のアノｰソクレス(黒丸)の組成と光学

的方位.

ゴンドワナ大陸と南極大陸

大陸移動(Continenta1Drift)の説はドイツの気象

学者AL冊㎜W醐肥Rによって1912年に公表されそ

の後論争が続いた.大陸移動と海洋底の拡大とを認め

ることで地球的規模の地質学上の問題を解決しようと

する学派がある.南極大陸オｰストラリアインド

マダガスカノレアフリカを一つのグルｰプに入れここ

では南極大陸とオｰストラリア南海岸とのフィッティン

グを考えてみる.海の深さが1,000mを示す等深線と

現在の海岸線との間を斜線でうめてったぎ合わせると

図43のようになる(S冊0LLandDIEz,1969).南極

側はRossSeaからKnoxCoastである.両大陸は

Archaeocyathaで特徴づけられる先カンブリアｰカン

ブリア紀の地層が榴曲して変成した古生代初期のAde･

1a三d造山帯と同時代のロス造山帯とでうまくつながる.

㎡!凸_.工上_ラ伽

疋榊気》､1τ〆

㍗狐幣

図43南極大陸とオｰストラリアのゴンドワナ大陸パズル

図44シｰズンもそろそろ終り.

砕氷船に導かれてタ;ノカｰが入ってくる.�
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またフェラｰドレライト岩床はタスマニアのそれと同

じ岩石学的性質や(87sr/86sr)初生値平均0,711という

高い値で共通性があり両者をむすびつけることができ

る.

これらのドレライト(あるいは輝緑岩)はゴンドワ

ナ大陸の中にまとめるとタスマニア;南極横断山脈の

ビクトリアランドとクイｰン･モｰド山脈ペンサコラ

山脈およびドロニング･モｰドランド;南アフリカのカ

ルｰ盆地;南米のシエラ･ヘラルにも見られる.しか

しタスマニアと南極横断山脈のものは前述のようだ

高い(87sr/86sr)初生値をもつがその他のドロニング

.モｰドカルｰシエラ･ヘラルのそれは0.7055と

低い値であって後者は前者とは別のグルｰプつま

り別の岩石区のものかもしれない.年令は160m･y･前

後となっている.この年代以降に南極大陸とオｰスト

ラリア大陸とが分離したことは正しいが岩石の残留磁

気が逆転(reve工sa1anomaly)していることからも新

生代初頭ということも考えられる.上記貫入岩体の貫

入は南極･オｰストラリアからニュｰジｰランドの分

離(break-away)と同調しているらしい.大陸移動説

の話題は今や一種のパズルとなってしまった.

さて今シｰズンのDVDPの仕事もタンカｰの入港

する2月ともなると終りとなる(図44).外気も一段と

きびしくなり太陽も山脈にかかるように低くなる.

そして2月10目にマクマｰドを離れたのである.

おわりに

南極のDVDP国際共同研究と現地の様子を2回に

わたって紹介した.写真を含めてまだまだ紹介した

い内容も沢山残っているがまた改めて稿をおこしたい.

南極の自然現象は人間の住む普通の自然と地球の兄

弟である月との中間にあたるようなものという感触が

私の2度にわたる現地生活からえた結果である.風が

強く肌に感ずる寒さは現地のテント生活で生きて

いるという実感をしばしば与えてくれた.マクマｰ

ドや極点で在外研究者である日本人達に会い地球を

対象にした私達の共通の親しみをより一層感じた.

アラスカ大学地球物理学教室の大竹武ノルウェｰ国立

極地研究所の太田昌秀ニュｰヨｰク州立大学の菊地勝

弘(現在北大地球物理学教室にもとられている)の諸氏

の元気な姿.マクマｰド基地は南極大陸へのジャン

プ台であるから思いもかけない色々な人々に会う.

さてDVDPは今年の10月次降のシｰズンに回

ス海氷下の海底掘さくで終了する.その後1974年5

月にシアトルで開かれたDVDP第1回セミナｰに続く

第2回セミナｰカミ1975年1月13目～15目にニュｰジｰ

ランドのWe11i㎎t㎝で開催される.さらに進んだ研

究成果カミ報告されよう.続いて1977年には第3回

つまり最終セミナｰが東京でもたれることになっている.

総括論文集の発刊も予定されている.

南極の国際共同研究としてはあらたに1～2年後か

らはじまるPensacOlα山脈のDufek貫入岩体の研究が

ある.これは世界最大規模の塩基性貫入岩体で厚

さは7,000mを超える.氷河でおおわれた部分を掘

さくによって調査しようというものですでに現地に飛

行場などの施設が設置されつつある｡山岳氷河地域で

あるから調査･掘さくは容易なものではないであろう.

これもまた期待される研究である.

1974-75シｰズンには共同通信の横川和夫記者も取

材に来ていた.今年の2･3の新聞の新年号に美し

い写真と記事が連載されていた.ほかの外国チｰムで

は若い学生達も多く参加していた.日本としても

若い人達の貴重な経験の場の一つに南極を加えたい

ものである.以上文責は全て筆者にある.この稿

の終りにあたり各国のDVDP関係者に心から感謝の

意を表する.(図41は正井銭郎氏撮影)

DVDPの成果の一つとして次の論文が公表されている.

｢Geochemica1andGeophysica1StudiesofDryVa11eys,

VictoriaLandinAntarctica｣T.T0RエI,Editor,Memoirs

潦�瑩潮���楴畴��漱�剥��捨��捩��獵攀

�����

内容

Introduction……丁皿TsUYムToEII

竃Geochemica1AspectsoftheMcMurdoSa1ineLaたes

��印散楡��慳楳潮��楳�楢畴楯湯�畴物��

Matters.･･…TETsUYムT0RII,N0B0RUY畑AGA眺,SHYU

N岨AYム,SADA0MU趾丁ム,TムKE0HムsHエmT0,OsA㎜Mムｰ

TsUBAYムandHIT0s㎜S蛆AI

⑧Stab1eIsotopeStudiesofSa1tsandWaterfromDry

Va11eys,Antarctic孔LOriginofSa1tsandWater,and

theGeologicHistoryofLakeVanda……N0BUYUKI

NAKムI,YムsU亘IR0KIY0sU,HmEKIWムDムandMIKI0

TAKI皿0To

⑧TheDi三tributionofSecondaryMinera1sandEvaporites

atLakeVanda,VictoriaLand,Antarctic乱…_HI㎜m

MoRIKムwA,IcHIR0MINAT0,J0Y00sAKムandT畑0TsU

HAYムsHI

竃Geochemica1StudiesontheMinera1sObtaineabythe

DryVa11eyDri11ingProject….･KUNIHIKoWATANUKI

慮����潔���

竃Strontiu血IsotopicStudiesoftheRossIslandVo1canics,

Antarctica.……HAJIMEKmAsAwム

感OntheWaterTemperatureinLaLeVanda,Victoria

Land,Ant釘｡tica.･･…･YUKIYUsA

(筆者は地球化学課)�


